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骨量が足りないためにインフラント治療をあきらめていた方ヘ

HヨトBONE
幹細臨を用いた日本初の骨再生治療法

療法説明 | 
インフラント治療の際に、歯を支えるあごの骨(歯槽骨)の量が不足していると、インフラントを埋め込むこと

ができません。乙の治療法は、東京大学で開発された最先端の骨再生治療法で、患者様自身の骨髄細胞をご

自身の血液(自己血清)とともに培養を行い、培養骨を作ります。

この培養骨を移植して、不足した骨を再生することでインフラント治療を可能にするものです。

歯槽骨の量が大きく不足している場合には、これまでは動物由来の骨補填材

を用いたり、腰や顎かう骨を取ってき て移植する手術(自家骨移植)が行わ

れてきました 。しかし骨補填材を使用した場合、長期の経過により骨吸収を

起こし、インフラントの脱落へつながるケースが多くなってき ています。また

自家骨移植の場合も、骨を取った場所の痛みや腫れがあるばかりか、手術時

間も長くなるなど患者様の負担が大きいことが問題でした。

TE-BONEは、健康な組織を傷つける必要がなく、手術期間も短くすること

ができるため、患者様の 負担が少ない治療と言えます。ま た、自己の細胞を

使うため拒絶反応は無く、自家骨移植と同程度の高い治療効果が期待でき

ます。このため、TE-BONEは、歯槽骨が不足していて、インフラントが出来

ない方、インプラントの安定性が得うれなかった方などに最適な骨再生治

療法です。これまでのインフラン卜治療に不安がある方が対象となります。
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細胞の採取は外来で行うこ

とができ、局所麻酔で行う

30分ほどの処置です。

患者様と自身の細胞と血清を

使用するのでアレルギーや感

染の心配がありません。
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血液検査

血液検査、感染症の検査、CT.レントゲン撮影を行い、医師かう

十分な説明を受けて、同意書にサインを頂きます。

骨髄液の採取

局所麻酔の後に腸骨から骨髄液(20ml)および、血液400ml

を採取します。血液中かう血清を抽出し、血清を培養液に加え、

幹細胞の成長に必要な栄養とします。

培養骨の作製
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細胞培養施設(CPC)で約5週間、 自己血清を用いて骨髄液中の間葉系幹細胞(骨髄間質細

胞)の培養を行います。増殖させた幹細胞を、骨芽細胞に誘導するために更に誘導培地で約2

週間、担体と共に培養し、培養骨を作製します。移植直前に培養骨の感染および発熱物質の

有無などを確認し、医院に て、歯槽骨の足りない部分に移植して縫合します。培養骨はインプ

ラントに対するくっつき具合がよく、骨の硬さについて も本当の骨に近い硬さが得られること

が確認されています。

培養骨の移植

手術は局所麻酔で行いますが、患者様が極度に緊張している場

合や希望された場合は、鎮静剤を使用するととも可能です。

培養骨を移植した後、はがした骨膜と粘膜を元に戻して縫合し

ます。手術後、口腔内の清潔を保つ ために専用の消毒薬でうが

いを行います。また、感染予防のために抗生物質を服用していた

だきます。

骨の確認(C丁、レントゲン)を行い、インプラント施術

培養骨の移植かう約16週後位|こ、CTなどで歯槽骨の状態を確

認し、骨が十分に再生されたと判断された患者様に、インフラン

トの埋め込み手術を行います。インプラン卜の埋め込みおよび

埋め込み後も、必要に応じて定期的に受診していただきます。
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崎い臨床研究での有効性

CTにより確実に骨が再生されて

いるととを確認した

吋秒。治療の流れ

腸骨(乙し骨)から

20mlほど採取します

生体材料
細胞を十分な量に (ß -TCP頼粒)

増やします

リン酸カル

シウムでで

きており、

細胞の足場

となります

3 "-' 4週間

吟 匝主回 ー一手
骨髄間質細胞

骨髄液の採取

手術室にて歯槽骨

の欠損部に培養細

胞を移植します

2

週

間

足場となる頼粒の

上で、試薬を加え、

骨芽細胞様細胞へ

と育てます

(分化誘導)

手術(培養骨の移植) 骨芽細胞様細胞

歯槽骨(歯やインフラン卜を支えている顎の骨)が薄くなっている患者さんに、インフラン卜を埋め込めるよ

うにするために、肉体的負担が軽く、安全で短期間に、歯槽骨を再生する方法が開発されました。

これは東京大学医科学研究所と株式会社TESホールデーイングスの共同研究で新規に開発された再生治療法

で、患者様自身の幹 細胞および血清を用いて作製された培養骨を移植して歯槽骨を再生させる最先端の治療

法(TE-BONETM)です。

患者様にご自身の細胞を用いて歯槽骨を再生する、この新しい技術は、患者様のニーズに合わせたインフラン

ト治療を可能とします。

ζの治療法を受け5れる施設は指定の研修を受講し、認定を受けた医療機関に限られております。


